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は じ め に

内視籠下腰祉推問板^ル
‐プ摘山術 (MED法 )

は 小さな皮切で 筋内内に範的に侵入し 軟部組

織への侵襲を低減し 後療法 入院期l・Iの短IFaが出

来ると言われている 当科では 2000年 以降

MEDを 導入 して行ってきたので 贖締治籠F●t敲

判定基準 oOAス ●ア)合 併症 手術|キu術 後の

疼痛 入院日数の成績について報告する

対    象

症例は ■年以上の術核観察が出来た83例 で

性別は男21女 12年 齢は 19-76歳 (平均45崚 )

である ^ル
■ア高位は し3/4が 2例 u′ 5が

16例 L5/Sが 15例である

結   果

]OAス ●ア:術前の 7～21点 (平L●14点 )が

術後は 17～29点 (平均 26点  こ改善した

合併症1販徴距手術に変更したものが 3例 (う

ち

"讚

損陣 例)あ り 文切が小さすぎたための

會1治癒遅延が2例 あった 合併症は 初nFt側 に多

かoた

手lFrlt間 =ヽ均 1lS分 {42分～213分 )で 出血

は 1例 て約 300gで あったが 残 り全症例は少量

であった

術後の疼痛,坐 莱の平均使用 嵌は ■0個 であ‐

た その うち 坐業を手術終了時に入れたものが

20例 あった 2人 を除いてそれ以 卜の鎖市利は不

要であった

入院 日数1術 後退院 までの日数 は 10～30日

| t́ 1 1 '剛 て 古いスケジ
・

―ルを使用 したので

後″法は邊あであった

代 表 症 例

21載 男性 実業出」′球部選手

緻習中に1,“ J現 し 8カ 月間 Ш度外ブ●ック

も含めた保存的治療をしたが軽快せず プ。のテ

ス トを受けたいので手術を希望した

SLRは 右30筋 力 知党はi[常で JOAス ●ア

は 11′29点 であ・た

ヽ視餞下に左 L4/5の 椎問板摘出lFrを行った

術後 痛みは直ちに消大し 10H月 て退院 した 2

が月後 」OAス ・アは満点となり 野球に復帰 し

た(図|

一般に MED法 の利点として 組織のグ′―ジ

が少ないこと 術後の術みが少ないこと 後漁法が

早 くできること 斜視鏡て深部の観察が出来るこ

と などが半げられている 述に MED法 の欠点

は 技野が狭いこと ,一 キングスペースが狭く撮

作が蛇 しいこと 透視が必要なこと 立体視ができ

ないこと 技術の習平に時I●がかかること などが

挙
`ず

られている

当科の MED法 では ,OAス ●アで術後成緻は

術littL1 1 4点が 2,点 に改善した これは 従前

のラブ法や頸磁篇視下の推間板描出術の報_●と同

3で あり 有効な手術療法であるといえる また

当科て行oた顕敬鏡祉下手術とも同■の成紺であ

る

手術時r.は平LI H8分 と長めであったか i例

数 とともに短椰 して きてい/・薇 後の 10例 ては
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